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　　　注意 す べ き内地未發生 の 雙翅 目害蟲 に 就 い て

　　　　　　　　　　 村　 松 　 張　 某

　昆蟲類が吾入の 生 活 と密接な關係の ある こ とは今 更謂 ふ迄 もな い こ と で あ

る が 、 殊 に 或種 の昆蟲が 我 々 に 必要 な動櫃物 を食害 し て與 へ る聞接の 損失 は

實に莫大で ある 。 輓近 交通 機關の 發達や 農園藝作 物 の 改良進歩が之 等害蟲の

傳播増殖 に 機會 と環境の 天惠 を附與す る結果 と な り、愈 々 我 々 に損失 と苦痛

と を齎 す傾 向を多分に 備 へ て 來た 。両 し て 從來交通の 便 に 據 り諸外 國 よ 幻搬

入 せ られた害蟲の 爲 に蒙 つ た慘害は其の 實例決 して 尠 くな い
。 此故 に 我 國 は

大 正 3年以 來輸出 入植物取 締法 を實施 して
、 未海内地 に 發生 を認 めな い 諸外

國産の 危險な る病害蟲侵入防止 に 努 め 、 特 に實蠅類 に 對 して は多大 の 注意 を

拂 つ て ゐ る 。 2
’
Pち メ ヂ タ レ ＝ア ン 實蠅 ・瓜實蝿 蜜゚柑小 贊蠅等 は こ れ で あ つ

た 。 是等の 實蝿 を始 め雙翅 目 に 屬する もの S 中 に は 、寄主植物 ・分布地 域 ・

貿易關係等 よ り擾 て 我 國 に 未 だ存在 を認 め ざ る 危險害蟲 と し て 關心 を必 要 と

す る もの が 多V ・か ら、次 に 之等害蟲 を一括 し て簡 單に そ の 外廓 を紹介す る こ

と に した 。 勿論法規 の 善用 に よ る の 外
一

方 精細緻密な注意 と透徹 した鑑査力

と不 断の緊張 と を以 て檢査 取締 に 任す る そ の 方面 の 方 や 、 專門家 に は御叱正

を仰 ぐこ と S して 、 根絶 しが た い 昆蟲の 煩 累 に 備 へ て極 力侵 入防止 に 衝 る 我

國穂物檢査機關の 活動 と 、 共 の 内容を構成す る雙翅 目害蟲 の 片鱗を素人 の 方

に も窺 つ て 頂 け るなれ ば と 云 ふ こ と に 筆 者は 望外 の 望 み を 托 し て ゐ る 次 第

で
、 幾分に て も參考 と な る な らば悦び に堪・へ な い 。

　 経 に臨み 桑名博士 に 本記迹 の 指 導や 懇な校正 を賜 つ た ζ とを衷 心 よ り感謝

する 次 第で ある 。

　　　　　　　 1．墨西哥實蠅 An α strepha 　ludens　 LAEw

　　　　　　　　　　　　 （Ilexic”n 　fl・uit　臼y）

　墨 西哥實蜘 は今か ら約 5：｝年前 に 發見せ られ た 害蟲で あつ て 、 原産地 墨西

哥 IC近 V ・米國の 2 大枇橘礎地 で あ る カ リホ ル ； ア 州 及 び フ ・ リ ダ州 に は 未 だ

　 〔昆 蟲　第 5 卷第 4號 　昭 禾ll　7 年 〔1932，〕
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發生 を認 め られ な い と云 ふけれ ど も、
1897 年 に は テ キ サ ス 州に其の 發生 を認

　め られ て 一大 脅威 と な り、 前述 2 州 は 勿論南部諸州 の 園藝家 は多大の 注意を

拂 つ て ゐ る。 惟ふ に加州 に 之が 發生 を見 ない の は 1SS9 年 11 月 ALEXA ．NDER

CRAW 氏が墨西哥 よ り桑港に 揄邁 され た オ レ ン ヂ の 荷中 に 本蟲 を發見 して 以

來 、墨 西哥 よ り來 る總 て の 柑橘類 の 蝓 入 を禁 止 した結果で あ らう。 1913 年 コ

月 よ り北米合衆國 中央政 府 も亦 檢疫 令 に よ つ て樹一暦嚴重 に 墨西哥産柑橘 に

就 V ・て 檢査取締 を爲 すや うに なつ た 。 原産 地 墨西哥 に 於 て は米國が 柑橘の 最

上 の 顧客で あ る爲 め 、 之が 輪出 不能 に 就 い 下は當業者の 最 も苦痛 とす る 所 で

あるが 、如何 と もしがた V ・ もの で あ ら5。 墨 西哥市近 くの Morelos 地 li　ic

．於 て は 50−70％
「
の 被害を見 る こ と は 稀 で ない と謂はれ 、 共 の 被害果 が 未熱

の 中に落下 す る もの
、 廃卵傷 0 ある もの

、 或 は市場 に 途 られ て 後腐敗 す る も

の 等 は選 別處理 す る事 も出來るが ．愈 々 テ ーブル に 出 て 洋 刀 で 切 つ た 時初 あ

て蛆が飛 出す もの が ある 1’C 至 つ て は實 に 嫌 忌 せ ざ る を得なV ・害轟 と謂はれ ば

な らない 。 現 今此 害蟲 は 墨西嵜 ・巾央亞米 利加 （グ ア テ マ ル ）・北米合衆國

（テ キ サ ス 州）・南阿弗利加 の 北部 等 に 分布 し、グ レ
ープ フ ル

ー
ツ ・サ ワ

ー
オ

レ ン ヂ ・ス ヰ
冖

トオ レ ン ヂ ・ 蕃柘榴 ・檬果 。挑 ・苹果 ・委芝・
李顛 ・杏 ・糧番李・

ス ヰ ー ト ラ イ
’
ム ・Sapo腰 共他 の 核果類 に寄生す る こ と が認 め られ、蕃柘榴

及 び グ レ ープ フ ル ーツ を最 も好 む もの と せ られ て ゐ る 。

　 雌成蟲 は體長約 10mm 、翅 の 開張 ユ7−20　1uull
、 翅 長 Smm 、翅幅約 3mln

あ つ て
、 腹部末 端の 1 環節は甚だ長 く 、 胸 ；部 と大肥同長で ある 。 雌雄共 に 淡

黄 色で 、 胸郁 に 不明瞭 な白線力9ある 。 鯛角は黄色、1爬 ま褐色、頬 は鮮黄 色 、

脚 は黄 色 を し て ゐ る 。 翅 は 透 明 で あ つ て 、 淡橙褐色の 斑絞 を つ け 、 翅の 基部

は 濃色で 殆ど全 部着 色して ゐ るが 、 外 牛 に あ つ
．
で は略 Y 字形 をして ゐ る。 體

色 は孵化 當時淡 色 で あ る が數 日 を經過 す る と濃色を呈する 。 雄は雌 よ り
一般

に 小 さib
。 卵 は 細反 で 白色で あ る 。 幼蟲 は老熟 す ると淡黄 色を呈 し、體 長約

ユOmm の 前
．
方に 赴 くに從ひ細 つ た蛆 で

、 口 器 及び頭部 は黒 色を帶び 、 後端は

截斷状 で 氣門は 判然 と して ゐ る。
疸…而は楕圓 形で あ る けれ ど も後端が稍 々 幅廣

く、長徑 5−smm
、 短徑 2−5　mm あ つ ℃ 、最初 は 淡 t

”，tsをなす も後 に ｝ま褐色
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に變 る 。 幼蟲時代の 氣門は此 の 時代 に も牛撚 とし て ゐ る 。 通常被 害樹下 の 土

中 に 見 らる S もの で あ る  

　域蟲は羽 化後 9−12 日經 つ と 産卵 を始 める 。 卵 は 1 果 に ユ粒乃至數粒 宛外

皮 に 挿入 せ られ 、ユ雌の 雇卵數は 50粒 内外で 約 4 日 で 孵化する 。 幼蟲 は孵

化後 2−3 週間は 内皮中 に ゐ て 加害 し、蛹化前 2週 間位果肉内に 喰込ん で 加 寄

す
動

グ v 一プ フ ル ’ツ に あ つ て は 默 帳 ある黼 が 前述 よ り稍 kkx “ ・

尤 も艨果 ・蕃柘榴 の 様な果皮の 薄V 、 もの に あつ て は果 内 の 何れ の 部 分 に も侵

入 す る もの で あ る。i果内 に 5−8 頭の 喰 入を見 る こ と は稀 で な い 。 幼蟲は 約

42 日閥で 老熟 し 、 果 を去 つ て 土中 15mm 位 の 深 割 （ 入 り蛹 化 する もの で あ

る が 、時 に 土 中 60．6mm に 迄 崔す る もの もあ る 。 叉荷遘 場等で 箱内或は 土 聞

に蛹化す る もの もある が 、乾燥 して ゐ る所で は斃死 する樣 で あ る 。 蛹期間は

冬 で は 25−30 日開 ．夏 で は之 よ り 5 日内外を減す る 。 朋 化 した 許 りの 域蟲 は

産卵管が非常に 長 い けれ ど も約 10 分間 で 牛 減 し 、
30分聞内外 で 完全 な長 さ

と な る 。 最初 は着色極 め て淡色 で あ る が 、3−4時間 で 普通 の 着色と な り 、 徐

々 に 地 上 を歩ん で 最寄 りの 柑橘 に飛翔 し行 き 、 葉面 又は果面等 に 甘味 を求 め

て 之 を舐食 し 、 特 に熟 果竝 に腐敗果 を好む もの で ある 。 薩卵の 際 は腹部 を上

げ針欺 の 産 卵管 を延 ば し、クト皮 を通 し て 内部 に 産下 す る もの で 、産卵 を経れ

ば食物 を求 める 。 雌成蟲の 壽命は實驗室内 で 25一開 日岡保 つ と云 ふ 。 1 世代

の 所要 日數 は oo 日 内 外で 、地 方 に よ り異 る も年 爿司の 發生 を して 、成蟲は

3 月 ・U 月 ・D 月及び 11−12 月の 交 りに 出現 す る。

　天敵 と して 蛹 に寄生す る Direc’］t（r・sm ・a 　 c
・
）
’
rtrt
・fo）yli が あ り、 又 寄生 菌 も知 られ

て ゐ る 。 其 他鷄 ・七 1‘ll島等は虹 を封ξ喰す るか ら却 つ て 有效な もの とせ られ て

ゐ る 。

　防除法 と して は 周到 な る栽増 が最 も大切な こ と S せ られ て ゐ るの は 勿論 で

あ るが 本種 の 慱播 が果實 ・肥料
・
土壌 ・

尽等 に よつ て 行 はれ る か ら、特 に 土

壌 及び果實の 移 動 を禁する こ と が 肝要 とせ られ之 が 取締 に 多大 の 注意が拂 は

れ て ゐ る 。 聯 lf法 と して は砒酸鉛 ユ］b 、赤砂糖 1〜lbs、水 2D　g』 で 作つ た もの

を被害樹 に數囘撒布 する と效果 があ る と 云 はれ 、 叉青酸瓦 斯を使 つ て 幼蟲 及
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び蛹 を
・
殺 す に は 6・ox の 青酸曹蓮 を用 ひ 、 華氏 115 度 の時 に操作が行はれて ゐ

る 。 幼蟲 は叉蒸氣熱華氏 110 度 で 驅除 し得 らる る もの で あ る 。 米國政府が 嚴

重 な取締 を實行 して 居 つ k
．
に も枸 らす ・ 突如 と して テ キ サ ス 州 畷 生を認 め

る に 至 つ た恐 る ぺ き害蟲 で あ る か ら 、 未 だ 我 國に發生 しな VO今 日之 が侵入防

止 に 注意 を拂ふ こ とは大切な こ とで ある 。

　　　　 2， メヂタ レ ニ ア ン賢蠅　Ce　ratitis 　capiba 　ta　NVIEDE｝v，IAN

　　　　　　　　　　　 （IleditCrranean　fl・uit 冂y）

　メ ヂ タ レ ニ ア ン 實蠅 は西部 阿弗利 加 原薩 で 、馬鈴薯 の 癌腫病菌 と相並 ん で

植物檢疫上 最 も恐 るぺ き害蟲 とせ られて ゐ る 。 寄主植物の 數が極 め て 夥多な

る こ と k分 布地 域 の廣汎 な こ と が 一段 と注意 せ ね ば な らぬ所で あ る 。 現 今阿

弗利加（ア ゾ レ ス 群島 ・ケ ープ バ ード群島 。マ デ ィ ラ ・ア ル ぜ リ ャ ・ツ ニス ・

マ ダガ ス カ ル ）・パ レ イ ン ス タ イ ン ・シ リ ャ ・’ナ イ プ ラ ス ・土 耳 其 ・希 臘 ・

召1．太 利 ・マ ル タ ・佛蘭西 ・西班牙 ・埃 及
・濠洲聯邦 ・タ ス マ ニャ ・新西蘭 ・

布畦i群 島 ・n （　）L・ム ダ ・北米 合衆 國 フ ロ ）J ダ州 （北米 合衆國鴬局は發生後撲滅

した と 云 ふ ）・バ ミ ウ ダ島 ・ 伯刺西 爾 ・ 亜 爾 然丁 等 に 分布す る こ とが 知 ら

れ 、寄主植物 と して各種 の 果 鬣及 び蔬菜が擧げ られ て ゐ る 。 曾 つ て布哇島に

於 て調査 した結果 に 從ふ と 72 掻 に 上 る と云 はれ 、 H ．　J．　Qu，tyLE 氏 に依 る と

120種以 上 に の ぼ つ て ゐ る 。 柑橘 ・芭蕉 ・梨 ・桃 ・杏 ・李 ・梅 ・苹果 ・葡萄・

無花果 ・柿 ・枇杷 ・榲 椁 ・檬巣 ・茘枝 ・マ ン ゴ ス テ ン ・蓮霧 ・蕃柘榴 ・ア ボ

カ ド ・パ 、 ヤ ・五．歛子 。テ リ ハ ボ ク
。珈琲 ・蕃茹 ・茹子 ・南瓜 ・蕃椒 ・葫蘆 ・

り v 豆 ・蠶豆等 は その 主な る もの で あ る 。 我國 に は未 だ發生 しない が 、1927

年 ⊥ 月布嗤 よ り來た パ ・ヤ に 寄生 して 横 濱港 に 來た本蟲が發見 せ られた 例が

あつ た D 本糧 の 分布地域 を見 る ：c 主 と し て 熱帶及 び亜熱帶で あ る けれ ど も、

佛蘭 西巴里 の 如 き盗帶地 に あつ て も發生 す る の だか ら愈 々 恐 ろ しい もの と云

はね ば な らぬ 。 亞 米利加合衆國 で は 1912 年以 來メ ヂ タ レ ニ ア ン 實蝿 に 開す

る禁 止令 を公布 し、發 生地 か ら果 實 及び 疏茱の 輸入を禁 止 したの で あつ た

が 、
’
突然 ］9？1）年 1 月 フ ロ リ ダ州に發生 し、年損害實 に 12V，OVO、OOO圓 に 1耋す

十
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る と云 はる S 有様で
、 同州は 勿論 、力1州共 他果樹裁培 を主産業 とす る各地 に

一
大脅威 を感ぜ しめた の で あつ た 。 我 國 に於 て も輪出 入植物取 締法 の 公布 と

共 に 本蟲防止 の た め努力 し來た つ た もの で あ る
。

　成蟲 は家蠅 よ り稍 々 小形で あ る 。 光澤 ある蟲體背面の 黒點 と黄色の 2 條の

白帶が 腹部 に ある こ と L 、翅上 の 黄色 ・褐色 ・黒 色 等 の 斑紋 に よつ て 容易 に

識別す る こ と が 出來 る もの で あ る 。 卵な白色小 形で 兩端尖 り 、 長徑 0．93mnl

内外 あ る 。 幼蟲は充分成長 する と體長 6．4m 】n 内外 に な り 、 通 常ク リーム 色

を呈 す る けれ ど も、寄主穂物 に依つ て 多 少異なつ て ゐ る 。 後部氣門は褐色 で

6 箇集 つ て 楕圓形 を して ゐ る 。 三 H 月形 の 内 に 3 箇宛 入 つ て 2 群 をな し 、 相

互 に 對持 して 並列する 。 他 の 普通 の 雙翅類幼蟲 の 樣 に 末端に氣門 はな t・
。 蛹

は 膨んだ 麥粒 の様 な形 で 、兩端鬮味を帶び、體 に は輪線 を附 し、體色 は黄色

乃至曙褐色 を呈 す る。

　 成蟲 は果 皮 に 産卵管で 穿孔 して 産卵す る 。 甼均 4−6箇 を鹿下 する もの で あ

る が 、 多v ・ もの に なる と同一産卵孔 k二25−30 粒 を塵 入す る もの が あ る Q 毎 日

4−10 囘産卵 し、1雌の 産卵數 は 600−SOO粒 に 及 ぶ 。 孵化 した 幼蟲 は果肉内に

喰 ひ 入 り、 温 度 に よつ て 違ふ が 7−27 日間果内に生存 し、成熱すれば果 を去

り 、 地 下 3  ．S　mm 以 内 の 深 さ ic潜入 し蛹化 す る もの で あ る 。 然 し 時 に 寄主

植物の 近 くに蛹化 す る もの もない で は なV・
。 充 分成熟 した幼蟲は滑か な平 面

上 に 世 く時 は 25．4−152 ，．⊥mm 程轉 汝 跳 躍移動す る性質 が ある 。 蛹期 は 7−21

日聞で
、 朋 化 した成蟲 は藻卵前 t−7 日食餌 を：｝輝 り、 それか ら産卵 し始 め る 。

域椪は 食餌 を絶つ と 3−1 日 で 死 ぬ けれ づ｛樋 當な 食物 が あ る 時 は 230−3ヱ5 囗間

の 長期 に 亘 つ て 生 存 し 、 芋 均 120．
−1SO 日闇位 の 壽命が ある と謂はれ て ゐ る 。 ．

　 天敵に は小 繭蜂科 に屬する   〕1眉 JeteJnilSs　SIL電 ST 虹
’J）・i「t，t’lbCtsmft，　fltllref‘

’
「elyi

SIT．VESTEI 、小蜂科 に 屬す る
’1”t・t」’Ct．stiehtG・y　Jr　／／fiT／e”dif’eiiu・s‘S．　ILI ’EST 　III 及 び蟻の 1種

？lei（lole　m ・egtLccph・alrt　F．tE ．等が 知 られ て ゐ る 。

　 防除法 と して は寄主植物の楡 入 を發 生地域 よ 砂禁止 す る こ とが最 も合現 的

で 效果が あ る けれ ど も、
一度發生 せ る祈 で は藥劑撤布竝 に被害果の 處分等努

め て 之 を行 ふ必要が あ る o
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　　　　　　 3，蜜柑小 實蠅　Chaetoda ：us 　dersatis　HENDIi’

　本蟲は 印度 ・錫蘭
・緬甸 ・東 印度諸島 （ボ ル ネ オ ・セ レ ベ ノ ・瓜哇 ・ ス マ

ト ラ其の 他 ）・比 律賓群島 ・南支那 ・台i彎及 び 沖繩縣下の 一都 に 分布 し．内

地植物檢査上 屡 々 發見せ らる S 害蟲で ある 。 我 國で は夙に 本蝨防止の ため發

生 地 よ りの 寄主植物輸入 を禁 止 し て ゐ る o 尤 も台灣産柑橘 で 蚕灣總督府の 植

物檢査 濟證 の あ る もの は 内地 に 於け る植物檢在施 行の 上移 入す る樣 に な っ て

ゐ る 。 寄主植物 と して も強ち少 くな く 、 柑橘 類 ・檬果 ・枇杷 ・李 ・桃 ・蒲桃 ・

蓮霧 ・楊梅
’・；龍眼 ・茘杖 ・蕃拓榴 ・Solftstitcw｝ re ，

Lbasiroli
？e” b　L ・（・ICtl）si（T‘M 　 l　P・

等が知 られて ゐ る 。

　雄 成蟲は 髏長 6−7nm1 ． 翅 の 開張約 41mn で 、 頭 部は 黄色 をな して ゐ る。

複限 は唔赤色で 大き く、單眠 は 3 箇で 鼎座 す る
。 觸角は 3 環節か ら成 つ て ゐ

て 、 末環節 は扁 平 、 1鼬筒厭 とな り、 先端 閲 く内方に 僅 に彎 曲 して ゐ る 。 胸郁

は黄 色で 胸背 の Pln央線及 び兩側 に 近 く黄 色無毛 の縱帶 を存 し 、 前 胸の 上 轉板

は美 麗な黄 色 を呈 す る 。 翅板及 び 中胸 の 胸側 板は黒 色 、後胸は小 さく側仮は

黄 色 で あ る。 稜状部 は黄 色で 同色の 細毛を生 じて ゐ る 。 腹部 は帶赤黄 色 で 4

環蔀 よ りな り、第 1環節は甚 だ 大 き い
。 陰葉 は頗 る細 長 く、螺旋形をなし て

體 下に 卷 き込 まれ 、 共 の 内側 は鋸劇 ∫こをな し、先端 は膨大 して 歪 ん で ゐ る。

翅 は透明で 、長 さは幅の 約 2．5 催あ 1）、翅賑は黄褐色を呈 し 、 前縁及 び後縁

に は 友 褐色 の 縦帶絞 を有 し て ゐ る 。 脚 は黄 色 、中 ・後脚の 脛節基部 は僅 に 灰

黒 色 を帶び、中脚脛 節の 先端 に は 1 刺 を有 し、前脚脛節 の 内 面に は剛 モ をイf

しなV ・
。 干均 棍は黄 色で 先端 杯月∫ぐ部 の 両［ま滑 で はなV ・

。 雌 成蟲は體長 7mll1
、

翅 の 開張 16 〕m11 内外あ る 。 雄 成蟲 と異 る主 なる 點は 腹部第 2 環箇の 後縁 1こ

剛 毛列が な く、 尾端 に 3環蔀 よ bな る頗 る 大 きい 産 卵 管を持 つ て ゐ る こ と竝

に腹部 は δ環 箇か らな り h 第 3 環節基部 の 稍 々 黒 v ・ こ とで ある 。 卵は 白色で

長 さ 1ml11、 幅 0、95　mln 内外あ り、

一
端細 く且つ 稍 A 尖 り 、 繃 く1賑 i^l吐粒；IJこ

’
をな し、中央部 に 於 て 鈍 く

一方 に 彎 曲する D 幼蟲 は概 ね黄白色で ある が 、食

餌に よつ て 體色は逹 つ て 來る 。 形圓錐 状で 帛ill戻 く、頭部は尖小だ が 尾端 は大
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き く 、
1生 環節 よ り残 つ て ゐ て

、 腹面各節共 に 多少硬化 した齒状 列 を備 へ
、 尾

端 の 下 面 に は肉状突起 を具 へ
、 醴長 10mm 餘 に及ぶ もの が あ る 。 蛹は圍蛹

で 光 澤 あ る淡黄色 をな し、長徑 5m ・ ・、短 径 2．5　mm 内外 あ り、 ma化 に 近 づ

くに從 ぴ褐色を帶び て來る 。

　威蟲 は 30−70 日間壽命を保つ もの で 、 果實 の 汁液 ・花蜜 ・糖蜜等 を食餌 と

す る 。 交尾後曇天 の 午後叉 は 晴天 の 早朝或 は 日沒前産卵 す る。
1 回の 薩卵數

は 2−30餘粒で 、産卵 に 1−30分間 を必 要 とす る 。 卵 は數 回 叉 は 10 數回 に 分

奩せ られ 、多 くは 同一果 の 同一場所 に 産卵す るか ら 1 薩卵痕 に 數粒乃至 72

粒程 見 らる S こ とが ある 。 卵期は 40 時間乃至 20 日間 に 及 ぶ もの で 、孵化 し

た幼蟲 は背光性 を有 し、多數 1 箇所 に集合 して 喰害す る 。 幼蟲期 は 12 −46 日

闇 で 、果 を去 つ た 幼蟲 は跳躍 し て 落果 ・落葉下或 は地 下 25．壬 m ］・・ 程度の 所

ま で潜 入 し て 蛹化す る 。 蛹期聞は 4−27 日聞内外 を普通 とす る が 、 短 い もの

は 2 日、長 い の で は 41 日聞 に 及 ぶ こ と もあ る 。 域蟲は 5 月下旬 に 最 も多 く

朋 化す る もの で 、 雌雄相牛 し 、 年 3一壬 回 の 發生 をす る が 、時 ft　5 回の發生 を

なす もの もあ る 。

　防除法は 瓜實蝿 に 準 じ られ る 。 被害果 は窟卵孔 か ら汁液 を菖：1し 、 幼蟲 に よ

つ て 内部 を喰害 せ らる S と邃 に腐敗 し 、悪臭 を發 す るから 、 是非 その 様 な も

の の 處理 を怠 つ て は ならな い 。

　　　　　　 ＋． 白帶櫻桃實蝿　1〜肱 80z痂 3 伽 9 μzα如 亅・∬ w

　　　　　　　　　 （
iLV

］］ite　b…11〕ded　clleri
・
y−lruiむ勲き

’
）

　北 米合衆國及 び加奈陀等 に 分布 し、米 國原 産 の 昆蟲 で あ る 。 櫻桃 に寄生加

害 を蔦 し 、 特 に 晩生種の甘果櫻桃 に 多 く、 90％ 以．ヒの 被害 を見 る こ と が あ る

と謂はれ て ゐ る 。 被害果 は外 觀健金 に見 へ て も之 を割 つ て 内部 を調 べ て觀 る

と 、白色の 蛆駅幼蟲と不 潔な羯色塊 を明 に 認 め得 られ る 。

　成蟲は小 形で 磑長 4−5　111］lt、光澤 ある黒色 の 霙麗 な蠅 で あ る 。 胸部 と側線
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及 び腹部 の 横帶 は白色 で
、 楯板及び脚 の 脛節竝 に 距節 は黄色 を呈 する 。 翅上

に は翅胝 を横切 る 太 V ・黒斑が あ る 。 黒斑 は 前縁中央部 よ り後縁 中央部 に 向ふ

もの 、 之 と翅底 と の 約 中間 に存 す る もの 、 翅頂部 に小黒點 をなす もの 及 び こ

の 小 黒點 中央部 を横切 る黒斑 との 闘 に あ る略 k 倒 V 字形 の もの と よ り成 っ

て ゐ る 。 腹部 の 白色横帶 は雄 に あつ て は 3 條、雌に あつ て は 4 條を示 し て ゐ

て 雌 雄の 區 別が 判然 して ゐ る 。 卵 は長形 、黄色 、 長 さ O．8mm 内外 あ っ て
、

一
端に 卵梗 を持 つ て ゐ る。 幼蟲 は略 女 圓筒形 、白色乃至黄色で 體長 6−7 】mu

あ り、一
端は圓味を帶ぴ他端は 多少細 く、 無脚で 一端 に 1對の 鉤耿突起 を具

へ 喰餌 を攝 るの 用 に 供 し て 居 る 。

　域蟲は 6 月上 旬土 中か ら出て 、 産卵前數 日は果面 ・葉上或は他 の 果樹 ・果

實 へ と移動 し廻 賦 逾 に果皮下 に長 V・刺 欺産卵管 を挿入 して 産卵 す る。 卵 は

4−−7 日間で 孵 化 し ． 幼鐡 は 果 肉 に 喰 入 珍、17−21 日間 は果 内 に あ つ て 加害 を

す る 。 果實が 完熟す る と幼蟲は 果 を去 つ て 地 中 25．4mm の 深 さ に 迄潜入 し、

共處 で 蛹化 し、蛹態 で 越冬 し、翆 春羽化 し て 成蟲 とな つ て 現 はれ る もの で
、

年 に 1 回 の發生 をす る 。

　防除法 と して は 砒酸鉛 2−3　lbs を水 100　gls に 1容解 した もの を 6 月上 句の

内 に 1 回、櫻桃着色 2−3 日前 に 更 に 1 回行 ふ と効果が 一居顯著で ある 。 之れ

は成蟲 の 殺滅 と 共 に塵 卵を防 ぐ爲 め で ある 。 加害甚 しい 場合 に は必 す 2 回の

撒 布 を 14 日間 内 に 實施す る こ と が 必 要 で あ る 。

　　　　　 5．　薄黒キ嬰杉』實蠅　　Mageletis ノヒlusta 　OSTEN　SACKEN

　　　　　　　　　　　 （Dark 　cherrjT −f・’t・it　fiy）

　本蟲 の 分布 ・寄主植物 ・加害歌況等は前記白帶櫻桃實蠅 と同 じで あ るけれ

ど も、 自帶櫻桃實蠅 が酸果 ・甘果兩 櫻桃 に 加害する に 反 し本種 は酸果櫻桃許

りに 發見 せ らる る もの で あ る
。

　成蟲 は前種 よ りも大形で 腹部 に 白色横帶な く、翅上 の 黒斑 は 前種 よ り幅廣

で
、 中央部 よ り先端 で 黒輪 を形 成 して ゐ る 。 卵 ・幼蟲 共 に 白帶櫻桃實蠅の も
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の に 酷似 して ゐ る。 成蟲の 出現 は自帶櫻桃 實蠅 よ りも約1 口許 b早 い が ・經

過習性 も亦殆 ど相似 て ゐ る もの で あ る 。

　防除法 も亦前種 と同一の 方 法 が探用 され る 。

　　　　　　　f；． 苹果實蝿　Rh αgoletis　pomonell α ss
’
ALSI ｛

　　　　　　　　　（RailrQad　wO ・m 　or 　tlpl）le　llltlg　goの

　本種 は米國原釐の 昆 蟲 で 、東部諸 州 に殊 に 發生 が 多い と謂 はれ s 現 在で は

加奈陀に も之が發生が 認め られた 。 苹果 ・山橙 ・ブ リ ユ ーベ リ ー ・ハ ツ ク ベ

リー等 が寄圭植物 として 知 られ て 居 り、苹果の 1 大害蟲で ある 。 特 に 早生種

に 多 く Red　AStrflchan・Golしlen　Sweet ・ Spy ・St．　Lowlence ・INTealtliy・

Tolman ・Alex口11der ・Cayuga・Sllow ・eraveDsteill等は加害 を被 り易 い と謂

はれ て ゐ る 。
1S63 年 IXTAT．SH 氏 に よつ て 初 め て 記載 せ られ た もの で 、今 日米

國 に 於 て は苹果 の 5 大害蟲 の 1 っ に 本種を加 へ て ゐ る 。

　成蟲 は家蠅 よ り稍 列 ・形 で 、體長 5−6 コniiL
、 翅の 開張 12−15 … n 内外あ つ

て 黒 褐色 をし て ゐ る 。 複眼は黄緑 色 、 頭部及び脚 の 下部 は黄色 、 腹部 に は

顯 瀧 4 條 の 酷 を附 して ゐ る譯 量面 中央部 に近 く明馳 三角形の ノ亅’白色部

が あ る。 翅上 に は 4 條 の 黒 色横帶 が あ つ て 、2 條 は翅の 中央部 よ り基部 に あ

つ て V 字形 をな し、N
・
字形 の 外方 の 1邊 た る 黒 宜噸 帶の 上 部 よ り 1 條は

翅 頂 よ り僅 に 後方llC向ひ 、殘 りの 1 條は之れ と略 々 倒 Y 宇形 をなす樣 に 翅 の

中央部後邊に 向つ て 走 つ て ゐ る 。 雌碓共 に翅 の 黒 色横帶は 同
一で あ る けれ ど

も、雄成蟲 は雌 成蟲 よ りも稍 7t小 形で 、 腹部 の 白帶は 3 條 しか有 しなV・。 卵

［・S微小で 、紡錘私 淡黄甑 長彳畢。．s−o．9mm 、 矧 槧 。・2一   ・2・i … m6
’
，・Mあ　b　．

卵長 の 12 分の 1 内外 の 長 さの 卵梗 を具 へ て ゐ る 。 幅廣い
一端 は暗色 をな し 、

不規則な六角形の 網 目をつ け、此 の 一端 よ り卵 の 長 さ の 約 4 分 の 1 附近迄は

微小 な突起 を附し て ゐ る 。 幼蟲 は無 脚で 、黄 白色乃至 緑黄 色をな し 、 充分威

長せ る時は禮長 7−Smln 、鱧幅 1．75 −2 ｝nm 位 とな る 。 體は 14 環節 よ り な つ

て 居 り．｛〕
−11 環節 の 部 に 於 て 最 も幅廣 く 、 之 よ り後 方 に 漸 次 、 前方 に 稍 k
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’
」

急に細 ま り、 尾端 は截形 を呈 して ゐ る 。 前端第 1 環節の 下 部 に は 1 黝の 彎曲

した黒 色鈎刺 を持 つ て居 り、 頭内の キ チ ン 質框 に 附着す る （鈎刺は 果肉をさ

き果汁 を出すた め に 使 ふ もの で あ る 〕
。 第 1 及 び第 2環節の 境 に 當 る背面兩

側 に各 1 對 及 び 尾端環節上 に 1 欝の 氣 門が ある 。 前都 氣門は 喇叭 羝 ロ を有

し 、
ロ縁は 20 箇内外の 突起列 に よ り縁取 られ 、 後部 i氣門 に は 各 3 箇の 縦裂

孔 と剛 毛 の 4 群 と を認 め られ る 。 蛹穀 は小 形 、長卵形 ．淡黄褐色 で 長徑 4．2−

5．2　
］］nn 、短径 2−2．6 ］nlll あ る 。 幼蟲 は蛹化 に よつ て 體 を牧縮 し、卵形 をなす

けれ ど も、前部氣門 は 一
端 に突起 と な つ て 突禺 し 、 後部氣門 も幼蟲轍時の 體

環節 と 同樣 に徇存在 す る こ とが認 め らる S もの で ある 。 眞の 蛹 は幼蟲 の 脱 皮

内 に あ っ て 所謂囲蛹 で ある o

　 成蟲 の 出現 す る 時期 は苹果 の 熟期 に よ つ て 異 る が 、夏秋 を通 じ て 出現 す る

もの で あ る 。 皀卩ち メ イ ン 州 に 於 て は手年 は 7 月上 甸 出現 し、南部 諸州 で は之

よ り稍 k 早 い と云 は れ る 。 成蟲 は 實驗 室内で ぱ ユ0−21 日闇生 存 す る も、 野外

に 於 て は 之 よ り稍 丸 長 く生 存 す る もの L 樣 で あ る 。 卵は 主 と して果實の 側面

叉 は葉 影 に よつ て 日光 を遮 ぎ られた淡 色部 分 に 挿入 され た長い 塵卵管に 依つ

て 果皮下 に 塵付 け られ る 。 1 雌の 産卵數 は 300−−100粒 に 及 び 、1 卵を産 す る

に 約 30 秒 を要 する もの で あ る
。 産卵痕は褐色斑 點 をな し、 苹果 の 或種類 の

褐 色斑 點 と類似す る けれ ど も、精査 する と肉眼で 區別が 出來る もの で あ る 。

皀卩ち前者 は楕 圓形叉 は圓形 を して ゐ て 周 園を褐色 で 縁取 b 、多少 凹陥 して ゐ

る 。 卵は 5−9El で 孵 化 し、 孵化 した幼蟲 は 果 肉 を縦横 に 穿孔 加害 す る もの で

ある 。 之れが 爲 め喰害せ られ な い 部 分の 果肉 も褐色 に變 じ、しか も果 内 の 穿

孔 は時 に 表 皮下 近 くを走 ゆ、果皮 の 薄い 品種等 に あつ て は禍 色條痕 と して 覗

ふ こ とが 出來 る もの が ある 。 果肉 内に ある幼蟲期間は果實 に 依つ て異な る も

の で 、果實が熟 する迄 幼鎧 も成熱せぬ もの で ある Q 早生種 の 果 肉軟v ・ もの に

あつ て は 14 「喘 L 晩生 鍾 の 果肉硬 い もの に あつ て は 2S−46 日闇で 域 熟す る 。

成熟 した幼蟲 は ：果實 を去 つ て 地表 下 25．壬 川 m 内外 の 所 ま で潜 入 し、或 は腐敗

果 の 下 ・雜草 の 根廻 ・貯覈所 内等 で蝋化 す る 。 蛹態 で 越參 し 、 翌年朋化薩卵

す る もの で ある 。 年 1 回の 發生で あるけれ共或 る もの は氣候 に よ り9 月に な

L

」

］

ち
L

「
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っ て 胴化 し、 第 2世代の幼蟲 を見る もの もある c

　防除 法 と して
’
被害樹 に 砒酸鉛 （粉妝）2．51bs を水 ユ〔10　gk に溶解 した もの

を撤布す る と効が あ る 。 第 1 回 は成蟲 出現 の 薗時 （6 月上 句 ）、第 2 回は其 後

孫 日闘 を經 て施行 す る の が よい ．

　　　　　7，西印度實蠅 Anastrepha 加 terculus“
rlEDEIIM

＾x

　　　　　　　　　　　 （Nl”est　Il〕彊li…ln　h’ui し　Hy）

　西印度諸島 ・1：1猶 哥 ・中．
火亞米利加 ・南亜 米 利加 等 に分布 し 、 桃 ・檬果 ・

相橘 ・梨 ・柿 ・李 ・蕃柘榴 ・瓠 琲 ・櫻桃等 に寄生する 。

　　　　　　　E． 紫筍實蠅 σa ・t・・ z・ na ・maegua ・ti　HENDEL

　本蟲 は臺灣蘯 中州竹山郡 ・蘯南丿
「1協 義郡 ・關子嶺竹山‘｝郡等 に 分布 して ゐ る

こ とが 知 られた實蝿 で 、 孟宗竹 ・桂 竹 ・碑竹 ・荊竹 ・緑竹等 の 嫌 ふ べ き害蟲

で あるが 、 未 だ内地 に は 發生 を知 られ て ゐな い
。 然 し臺灣 よ り1919 年以來

箱と共 に下關 ・門司 ・乖ll1戸等の 各 海港 に 移 入 された もの が 其 の 都度發見せ ら

れた 事 の あ る もの で ある 。

　域蟲 は體長 51m11 内外 、頭 部 ・胸部 ・腹部 及 び 觸 角 は黄 色を し て ゐ る
。 額

の 中央 に は觸 角 の 基部 に 遠す る 太 い 樹色縦線 が あ る 。 複 眼 は大 き く兩眼 の 間

に 6 對以 上 の 剛 モ を具 へ
、 頭頂の 2 對、殊 に 後方 の 1 對 は甚だ長 い

。
．4rist；1．

は最 も長 い 剛毛 と略 k 向長 で ある 。 前胸背面 に は 太 V ・黒禍色 3縦線 が あ り、

中胸背 に は v字形 白色政〔紋が ある 。 小楯板 及び後胸背 は黒色 、脚 は黄 色で あ

る が 、・隈 腿 節 及 び後脚腿蓮跣 端 の 3 分の 1は黒褐色 を し て ゐ る 。 翅 は透明 、

蔚縁及び後角旧 慧 黝 色の 斑 紋 をつ 怯 斑 紋 基 部 よ 瞭 ∫2 肘 脹 及 び箏 2 臀

脈 の 先端 に 至 る太 い 黒褐 色剥帶 が あ り、 又第 2 中胝 と第 3 中賑 と を邂ね る横

獗 に も太 い 黒碣
’
色斑紋が あ る 。 之 と前縁 角斑 紋 と の 間 に 黒 褐色 め 1 横帶が あ

り、亞 前縁脈の 先 端部 に 滑ひ 亦 太 い 1 斑 紋 を存・して ゐ る 。 腹部 背面 に は 2 條

の 太 い 黒色横帶が あ る 。 産卵管 の ま雛β笋 ユ 環節は腹長の 孚 よ 眇稍 々 長 く、而．

して 黒色で ある
。 體面 に は 黒色剛 τ遊 生 じて ゐ る

。 卵は細長 くて 一
端は 圓：
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く 、 他端は少 し く細 まつ て 、 長裡 1．6 川 ln 内外 、 短彳縣 ｛10．29　in ” L で あ る 。 幼

蟲 は孵化 當時は 白色で體長 1．7m111 内外 で あるが 、 成熟す る と暗紫色を呈 し、

體長 9 ］］
−
L］）
・
L 内外 に な る。 體 は 11 環節 よ りな D 、

「
後端が 最 も太 Vb

。 胸部 と 腹

部 との 境及 び各環節腹面 の 境 は 中央部 少 し く突起 し、キ チ ン 質 よ りな る 小突

起 10 餘 を附 して ゐ る 。 氣門板 は楕圓形 で 、上 顎は 大鈎妝 に 突 出 し黒色で あ

る 。 蛹 は暗褐色で 長さ 5mm 内外に蓮 する 。

　成蟲 は新鮮 な筍に産卵す る 。 雌は産 卵管を f巾長 し、翅を左右 に 開 き、甚 し

く動
”
しなが ら筍上 を歩み 、 筍基部 の 切 口附近軟 い 郁分 に 産卵管を挿入 して 産

卵す る 。 此際翅 は左右に 開 い た ま 」保 つ か或は 之 を背上 に 置 くを常とする 。

産卵 に 要 す る時闇 は 10 秒乃至 3 分間 で 、1 囘の 塵卵 を絶 る と他 に歩動 し再び

産卵す る 。 産卵痕は産卵當時は は つ き りと認 め らる N もの で あ る 。 産下 せ ら

れ た 卵は約 4U 時間 で 孵化 して 幼蟲 とな る 。 幼蟲 は 生 長 と共 に 筍 の 基部 よ り

先端 に 向 つ て 喰害 す る もの で 、 老 熟 した幼轟 は筍を辭 して 土 中 に 入 り蛹化す

る 。 廃卵せ られ て よ り成蟲 に なる迄の 日
．
數は 4一う 月の 候 に あ つ て は 19 −L73 巳

ILfiで ある 。

　防除法 と して は牧穫 後筍 は直 に 袋 叉 は籠内 ｝τ 入れ 、 實蠅の 飛 來簾卵 を防 ぐ

こ と、採取後竹林 中で 手 入れす る こ と な く牧 穫當 日に切 口 を少 しく （1 節 を

含む ）切捨 て 覆 あ る 貯 戯器 内 に 貯 り践す る こ と 、切 屑 ・屑筍 ・外傷 を受けた 筍

等 は竹林 中叉 は 入家近 くに 捨 て る こ とな く必 す焼却 ・埋沒或は 宦・粥 等 に 哄す

る こ と 、採取 後・
切 口 を地 L に 露 出 せ な い 樣 に す る こ と等が 實行せ られて ゐ

る o

　　　　　　　 9 ，　筍實蠅 　Acroceratitis　ptumosa 】1ENDEL

　本 蟲 も箱 を加害す る實蠅 で
、 臺灣 に 發生 す る こ と が 知 られ て ゐ る a1 川 ；年

に 門司 及 び下 關港 で 、 192。銅 ζ剃・戸港 で 共に 臺灣 よ り移 入の 气旗 本種 を發見

した こ と が あ る o

　成蟲 ・幼蟲共 に メ ヂ タ レ ニァ ン 鷹蠅 に 類 似 して ゐ る が 、それ よ b稍 々 大形

で あ る o
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　成蟲 は 周年存在 し て 、若 い 筍の 葎の 内面 に 産卵す る 。 孵 化 した幼蟲 は漸次

節 に移 つ て 、此 處 よ り内部 に 喰込 み途 に材部 を縦横 に 穿孔 して 之 を腐敗 させ

る 。腐敗 しない もの で も域長 して か ら後風等 の 爲に 挫折倒伏 する もの で あ

る 。 幼蟲は 老熟 す る と地上 に落下 し、土 中 に 入 つ て 蛹化 す る 。

　防除法 と して は殆 ど前種 と同樣で 竹林に落葉 ・塵埃等 を推積 して 筍の 外氣

に 曝 されなV ・樣 に し、堆積物の 上 に 筍が上部 を出す と同時 に堀取 る こ と 、 或

は被害筍は堀取後燻蒸 をす る こ と等が 實行 せ られ て ゐ る
。

　　　　　　 1じ． 瓜實蠅　Ch α etodacus 　cucur わitαe　 COQU エLEIT

　　　　　　　　　　　　　　（MelOi 〕　f［y）

　印度原産の 害蟲で 、英領印度 ・比 律賓群島 ・濠洲聯邦 ・瓜哇 ・チ モ ール 島 ・

英領 海峽 植民地 ・錫蘭 ・南部 支那 ・布哇群 島 ・沖繩 ・薹灣 等 に 分布 して ゐ

て 、胡瓜 ・甜 瓜、・西 瓜 ・瓢箪 。蕃茄 ・茄子 ・無イ邑果 。檬 果 ・パ ・ ヤ ・竃 豆 。

集人瓜 ・桃 ・柑橘 ・S31（ro，s’　sp ．・娜 r脚 ，
．dic− 　sp ．等が 寄主植 物 と して 知 られ て ゐ

る 。 我 國で は本鑑 の 内地 へ の 傅括 を防止 す る爲め 、臺灣其他本蟲 の 分布地 域

か らの 寄主植物の．蝓移 入 を禁止 して ゐる 。 尤 も毫灣産西瓜 は總督府 の 植 物檢

査濟證の ある もの に限つ て移 入す る除 外例 を設 け て ゐ る
。

　成蟲は體長 6−s ］
’
bM1 で ある

。 翅 の 中脈 躡 と 中脈 1腕 十 4 を連結 す る横胝

（crosb ’　 s
『
ein ）は褐色で 廣 く包まれ 明瞭な斑 紋 を形成 し 、 翅 頂 に も亦 判然 し た

晤色斑紋が あ る 。 體は黄 色乃至帶黄色 を呈 す る 。 卵 は純白色、長楕 圓形で 、

長徑 2mm 内外 、下
．
面 は扁雫 で ある が 上 面は 稍 々 膨ん で 不 正形 を して ゐ る。

幼蟲 は 各齢 を通 じて 白色で．目．つ 光澤が あ る けれ ど も、 體 内 の 食餌 に よ つ て 多

少色 を異 vcす る 。 蛹は楕同形 、長徑 5−6・mni 内外 、黄樹色乃至淡友 色 で 、 12

環 節 よ りな っ て ゐ る o

』

　成蟲 は晴天 の 早朝或は 正 午頃活淡 に 飛翔 して 、交 尾産卵 する 。 漆卵開始時

期 は食物及 び 温 度 に よつ て 異 な る けれ ど も、朋化後約 10−2L｝ 日を經過 す る と

産卵を始め る 。 生存期岡を逓 じて 毎 「1 レ 37 粒 を産 下 し 、
1 雌 の 直卵數 は

e）S7nooo 粒の 多 き に達す る もの で ある 。 孵化 した幼鑓 は寄主 の 芽 ・花 ・莖 ・
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果實等 を喰害す る 。 嫩芽及 び子 房 は之が た め ic發育 を害せ られ 、 莖及 び蔓等

に あ つ て は衰弱枯死 せ しめ られ 、 果實 は爲 に 腐敗 す る に 至 る もの で ある 。 布

哇 に あつ て は年 8−10 囘の 發生 をす る と謂はれ 、 我 國門司地 方 に於 て も年 7

囘 の 發生 は螢 まれ る樣 で あ る 。 今111司 に 於V・て の調査 に よる變態各期 の 所要

期間 を示 すと 次 の 樣 で あ る 。 卵期最短 1 日間 、 最長 4 目間、午均 IL2 日間、

幼蟲期 最短 3 日間 、 最長 22 貝間．2F 均 4．2S−11．2 日間 、蛹期最短 6 日間 、 最

長 28 日闇 、 亭均 7−25．5 日間 、 成蟲 の最 長壽 命は 395 日 に 及ん だ もの が ある o

　天敵 と して 未 だ有效 なもの は な い 樣で あ る が 、 印度に 於ける Op朗 μ吻 ’ゐ厩

SITNEST亅II は 多少效県が ある と云 はれ て ゐ る 。

　防除法 と して は寄主植物の 被覆 、砒酸鉛加糖蜜の撒布 、 被害果の 處分等が

捜〔行せ ら才しる 。 　　　 ，

　　　　 11． ツ メクサ苑屡蠅 DaSblneura　leguminiCola　LI．xTNEi ｛

　　　　　　　　　　　　（c1。 s
’
e ・ flowe1哺 ・ige）

　北米合衆國 ・加 奈陀等 に分布 し、ツ メ ク サ の 租子 を害す る害蟲で 、 種子探

取 を 日的 と す るもの LCは 恐 ろ しい もの で あ る
。

ア カ ツ メ ク サ ・シ ・ ツ メ ク

サ ・ア ル サ イ ク ・
マ ン モ ース ツ メ ク サ等 に 寄生 す る 。

　 ll艾蟲は 小形 で 長 1即を持 つ 昆蟲 で 、大き さ 1．1　mm 位 、體長 よ り長 い 熊卵管

を持 つ て ゐ る。 卵は小形 、椎色 で t“幼蟲は無脚 、樫赤色、紅色或は 白色を呈

す る
、 體長 2、51m11 内外 の もの で あ る

。

　幼蟲態で 越參 し、1−5 月頃蛹 1匕す る。 後 1−1−L）1 剛 liで 朋 化 し 、 威蟲は未だ

線色 を して ゐ る ツ メ ク サ の 花 徳内 に 産卵す る 。 剄pは 3哨 日問 で 購化 し、次 で

幼蟲 は花の 胚珠 を審す る。 約 281mtilで 成熱 し 、
地 申に入 り、蛹化す る 。 後

11 日一21 口聞で 虜 勘 蝋 現 し、次 で 産卵 す る もの で あ る 。 之 よ り孵 化す る幼

蟲 は 8 月に最 も多 く、こ の 期 に大害 をなす の を常と して ゐ る 。 第 2 世代幼蟲

で 大部 分 越冬す るけれ ど も一
〒叡 愈域長 し、羽 化し、産卵す る に至 る もの もあ

る。 帥ち年 2・−3 回 の 發生 で あ る 。

1
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　　　　　　　　 12　 水仙花虻　Merodon 　equestris 　1；AP．．

　　　　　　　　　　　　　 （N ，a　rc ｝ssus 　tly）　　　　
’

　球根類 の 恐 しい 害蟲で 、亜 米利加合衆 國で は 1916 年 以 來水仙類 球根の1喩

入を禁止 し、｛董に熱湯殺蟲 操作 を行 ふ もの に 限 つ て 特 に許可 して ゐ る秘で あ

る 。 我 國 で 初 め て 發見 した記録は ユ925年 ］o 月植．物檢査 に 際 して 和
−
蘭 よ り横

濱に 來た 水 f山球根 申に 居 つ た もの で 、それ以 來和蘭 ・阨米利加合衆 閾 ・英國

等か ら來た 輸 入水 佃 に IPi　k 認 め られ 、
1929 年 に は11」司 ・ililli戸兩港 に於 て も輸

入 ヒ ヤ シ ン ス に 本蟲 を發見 した 。 花卉栽培 の 愈 々 盛 に な りつ N あ る今 日國内

花卉園藝 上 は勿論、輸 出貿易の 立場
’
よ り見 て も亦注 意 を拂 はね ば な らぬ 害 蟲

で あ る o 原産地 は南部歐羅巴で 、地 中海滑岸 よ り北 は瑞 典諾 ，威 に亘 る
一・
帶の

地
・阿弗利加 （ア ル ゼ リヤ ）の 地 中海滑岸 ・加奈陀 （プ リチ ツ シ ユ コ ロ ン ビ

ヤ
・オ ン タ リ オ 州）・北米合衆國 ・新西蘭等に 分布 して ゐ て 、水 仙 ・黄水 仙 ・

百合根 ・ア マ リ ・ ス ・ ヒ ヤ シ ン ス ・チ ＝一一リ ッ プ ・Scilln・Claltonia・X’

al ］ota．・

Leueojum ・1・］uryek −’，f ・Ilabrmlthu 臼 等力S寄主 と し て 知 られ て ゐ る 。

　雄成蟲 は鱧長 コ3mll1 内外 、翅の 開張 2与mln 内外あつ て 、體 に は繊毛 を密

生 して ゐ る 。 頭邦 は ‘ド球形 で 、複01追は 火き く、中央部 は接近 し、顔 面lcは 夛転、

色 畏毛 を密 生 す るg 觸角は黒色で あっ て 、第 3 環節 は倒卵形 で あ る 。 胸 部は

頭部 よ り稍 々 幅廣 く、黄 碣色 の 長モ を生す る 。 翅 は暗力（色、基部黄褐 色 、 第

ユ 縱 賑は甚 しく後方 に 彎曲す る 。 脚 は 黒 色で 微毛 を生 じ、後脚 の 腿節ぱ膨大

して 、下面 は鉤歌突起 をなす 。 腹調〜は胸 〒
〜i・isに接す る基部 太 く、友 緑色 をな し、

黄色長．毛を密生 す る。 雌岐蟲に あっ て は 、頭部 に 於け る 兩複隈 は細接觸す る

こ とな く 、 其 の 聞 に 禍色長 毛を生 じた幅廣い 部分が あ る 。 胸部背画 に 生 す る

・長毛 に は幅約 2m 川 の 黒 帶あ る もの も見 られ る。 卵は卵 圓形 、次 白色 を して

1）る 。 幼蟲は體長 玉O−23mm あつ て長梱 1“形 をな し、暗荻 色叉 は友黄 色 を呈

す る 。 蛹 は黒色lili筒形 で 腹面 は稍 々 扁李 とな り
、 長揮 12．5mln 、短 樫 6．5　mm

内外あ る 。 第 3環節背面 に 1對 の 尖端赤褐色の 角状突起 あ り、倚 尾端 に は短

圏筒状突起 を備 へ て ゐ る 。
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　和 蘭に於 て は 域蟲 は 5 月 中旬頃羽化 し、土際の 莖上 父 は露出球 根の 頸部 に

産卵 す る 。 ユ雌の 1 回 の 産卵數 は 1−5 粒 、 總難卵数 は 60−100 粒 に 及 ぶ
。 卵 は

’

1−5 日で 孵化 し て幼蟲 ｝な り、幼蟲 は球 根 に 喰 入す る。
IU 月 に なれぼ充分 に

生 長 し て 、外郁 鱗片 1111に 出 て
、

1 部 は年 内 に 蛹 化す る もの もあ る が 、翌春 呂・

月 中 ・下 旬鱗片間若 しくは 球 根 に 近 い 土 中 に 争、C出 て ；1，・U處 に 蛹化 す る
。 蛹期は

35 日問 内外で 、威蟲は温 暖r晦瑚な氣候 を女Tf
・
み 、花岡 を飛翔 す る 。 年 ］回の 發

生 で ある 。

　防除法 とし て は 輪入植物檢査の 嚴貢 を期す るは 勿論で あ るが 、被害球の 焼

却處分は最 も必要 な こ とで あ る 。 球根頌の 害蟲 と して 恐 れ られ て ゐ る小 型 の

球 根花虻 に 應 「11された もの で は あ る が ．米 國力ii州昆蟲 汝師 1＞．　B．　M［ACI （TE 氏

に依 る と眞 室燻蒸器の 内容債 100 立 方 吹 に 對 し二 硫化 炭素 21b ！ を以 て 1時

閥燻：蒸すれば植物 に被害 な く殺蟲す る こ と が 出來 る と云 はれ 、 又合衆國政府

の
’
獲表 に よれ ば被害球根 は 1ユo° F の 温湯 1判 こ 2−3 時1｛1】浸 漬す る 時 は 球 側 こ

害 な く害蟲 を殺滅 し得 る と稱 せ られ て ゐ る。 該方 法 は叉承 仙花虻 に 應川 して

も效 果が ある と思 は る 。

　　　　　　 11・｝， ヘ シ 了 ン蠅 Phyt りphaga 　destructor　S’SY

　　　　　　　　　　　　　 （　IICtLsiillY　li＿L
−
）

　本蟲 は北 米 合衆國 ・加奈 陀 ・
北都 阿弗利加 ・西郡 亞細i亞 ・歐 洲大陸 ・英國 ・

ニュージ ーラ ン ド等 に 分 布 して ゐ る 。 原産地は歐洲の 樣で 、米 國に は ユ779 年

頃獨 逸 の 1−Tcssv．大 公國の 商人が 彼等 の 寝呉 に 用 ふ る 麥科 と共 1こ楡 入 せ られ

た もの で ある と云 はれ．て ゐ る o 現 今該蝨 に ょつ て 往 k 甜 ％ 以 ．1：の 被 害 を認

め られ．、乏が 爲被 る 損害 は少 くとも年 々 200，00U，UOU 圓 に 及 ぶ と 稱え らる る

1 大害蟲で あ る 。 當初は ．紐育 州 に 發 見せ られた が 、それ か ら後太
」
卜洋滑岸竝

に西經 】〔10 度以 斑 、北緯 35度 よ り45 度 に 亘 る11Mcそ の 被害甚 しく、殆 ん ど

企米 に 蔓延 を見 る様 に なつ た 。 寄主植物 と して は “．IC小 麥で あ る が 、大麥 ・

ラ ィ 麥 ・En 】mer ・Spelt・助 ’ρP，，剛 呂岬 r螂 及 び Jit，trm，if．g　 t’ftvr イrlen・gi ・g 等 も亦數

へ られ て ゐ る c、 幼蟲は1葉鞘 と輩 と の Mllcあ つ て 養液を吸牧 し 、 分蘖 した 若芽

「
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を枯死 させ る もの で あ る 。 威育 した槙物 ICあつ て は下方卸上部 に 加 害 し 、生

育 を害す る 。 之が 簿 く植物 は萎縮 し、葉色稍 々 濃色 となつ て 、牧穫前 に 倒 折

す る に至 る もの で あ る 。 從つ て麥粒 は登熟 を害せ られ 、牧量 は大 V・に激減せ

られ る 。

　成蟲 は小形 の 蝿で
、 體長約 3inn ］ あ る 。 朋化 當時 の 雌 蟲は 腹部 赤 色乃至黄

赤色を して ゐ る 。 觸角は長 く 、 頭部 は 小 い
。 翅 に は後縁 に 美 しい 縁 毛 を生 じ

て ゐ る 。 脚 齢 1陵 く
一

見蚊状で 、多數 の 毛 を生 じて ゐ る・ 雎蟲 は雌 蟲 に 上瞰

し て 觸朔長 く、 各環節 は球歌 に 膨ん で 多數 の 細 毛 を生す る 。 腹都各環節 は殆

ん ど 同大 で
、 雌描の 様 に 末端が づミつ て ゐな い

。 概 して 稍 ・・ 小 ｝｝彡で1馳 で あ

る
。 卵 は細長 、國筒形 、 兩端園味を帯び 、小形 で 淡赤色 、長徑約 1mm あ る 。

孵 化常時の 幼蟲は卵 と略 々 同 大同色 で 紡錘 形 を して ゐ る 。 成長 す る に從 つ て

淡白 tsとな り、後甦 知 色と なる。 充舷 熟 す る 咥 る と H服 して光澤 あ

る淡白色 とな り、牛透 明 の 帯緑 色條線 を背 中線上 に 現す 。 蛹殻 は幼蟲 の外皮

．硬化 して ．褐色 を呈 す る様 に なつ た もの で 、亞 麻仁 に 酷似す る か ら Fla・Nseed

と 云 はれ 、腹面 に は II勿歎附器 を生 する
。 蛹 は 蛹鼓内 1・C あつ て は頭部 を蛹敷の

尖つ た胴 離 持 し て ゐ る 。 年 2 回の 發生 で 、
’
腰 繍 地

’
h
’
　ec方冬て は刈株 内

に 蛹態で 越年 した もの が 1−5 月頃弱 化 し、稚麥 に産卵す る 。 小麥 ・裸麥以外

の 禾木科植物 に ｝薫卵す る こ と もあ る が 、幼描の 發育 は小 麥及 び裸麥 に 限 ら る

」様で あ る 。 孵 化 した幼蟲 は小 麥の 節叉 は其 の 附近 を加害 し、6 月頃成熟 し

て 蛹殻 とな り、刈株 内 に 潛 入 して 夏季 を經過 す る 。
S 月下 旬叉 は 9 月上 旬 に

及 び刈株 内か ら成蟲 出現 し（南 カ ロ リナ 州 ・ジ ヨ
ージ ア 州等 に あ つ て は 12 月

まで 成蟲が 出現 す る が
、 共 の 他の 州 に あつ て は 9 月下 旬以 前 に發生 を絡 る も

の で ある）、秋蒔小 麥の 發芽當時の 若葉．ト に 1董卵す る 。
2−3 葉 をfl，， した幼小麥

は最 も成蟲が 好む處で あ る 。 各成蟲は約 7 日im生存す る様 で あ る 。 孵化 した

幼蟲 は養液 を吸牧 して 成熟 し 、
IO 月下 旬 に なれぱ蛹殻 とな り、參季 を幼小 な

小麥．kで過 す 。 時 に．早蒔の 小 麥 に 最 も早 く産卵 せ られ 孝卵 よ 1丿孵 化 した幼 蟲

が 好適な氣候欺態に 惠ま れ S ば 、襲冬前 に更 に 成蟲出現 し、第 3．【吐代 を經 過

す る もの もあ る
。
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　天敵 と して は 幼蝨 に 寄生 ずる もの 2q 種類 知 られ て ゐ る が 、多 くはそ の 發

生 が寧 ろ稀で 、最 も普通なの は Platygrt．s’te］・　hi，ew ，，rtils　．　E 岬 ρ如 糊 ・71伽 ガ の 2 種

類 で あ る 。 夏季 に 於 い て 蛹 の 7U％ 以 上 に 寄生 、 是 を制壓 す る こ とが あ るけ

れ ど も、 未 だ共 效果 を入爲的 に利 用す る方法 に は成功 して ゐな い
。

　防除法 と して は遲蒔 ・輪作 ・刈 株 の 鋤込 ・野生寄主植物 の 除 去 ・龝 子 の撰

擇 ・周到な る栽増管理 ・ 共同驅除等 が獎勵施行せ られ て ゐ る 。

　　　　　　　 ］4・　’」・麥琴旱虫黽　　Meromyx α Americ α na 　FITc 印

　　　　　　　　　　　　 （IS「heat　st（t］，11　1rl畫Lggot ）

　米 國産の 昆 蟲で あ ると謂 はれ 、北米合衆 國 ・加奈陀 〔ブ リ チ ツ シ コ ・ ン ビ

ヤ ）等 に分布 し、小麥 ・ラ イ 麥 ・燕麥 ・大 麥 ・チ モ シ
ー
其他の 禾木科棺物 を

害す る
。

　成蟲は線黄色小 形 の 蝿で
，

體 長 1．51・・ 1酒 外 ある 。 背面 に 幅廣礁 色 酬

縱帶 を存 し、複 眼 は黒禍色 、後 脚の 腿節は 著 し く肥大 して ゐ る。 卵は紡錘形

で 光澤 あ る 白色 をして ゐ る 。 幼蟲 は細長 く、 體長 c，．3mm 内外あ つ て 、白色

乃 至淡緑色 を呈 し、無脚で あ る 。

　幼蟲 態で 越參 し、翌春 4−5 月頃 に な つ て 蛹化す る 。 域蟲 は 5−6 月頃現 れ て

通常上 部熱 の 鯰 徽 近 い 断 罎 1…立の卵 を列灘 餬
・
する ． gve・t匕した幼

蟲 は節上 多汁な部位 を喰害 し ， 共の 上 部 を枯死 させ 白穗 を生 ぜ し め と、もの で

あ る 。 7−3 月 を通 じて幼蟲 は成熟 し、再び域蟲出現 して 小麥及 び其他の 寄主

Iq
”’
．

c7t
卵す る 。　s 月下 旬 よ り 9 月 に 及 ん で 策 3 世代の 幼蟲は發育 を逾呼、 そ の

威蟲は 9一ユ0 月頃叉現 れ 、秋 麥 の 輩 葉 に 1壁卵 す る
。 孵化 した幼蟲 は猷 内を下

降し、根際 に 至 つ て 韓 を・嫉 し遂 に ｛：1：i・・Eさせ る もの で ある 。 y・ヒの 幼蟲 は

皀卩ち越年蟲で
、

つ ま り本蟲 は 年3 回 の 發生をする もの と知
・
られ て ゐ る 。

　天 敵 と して 1’

・− fietrinirii・．h・　 i・” itt 」
’
；t
・t・．・・il，・・NE “

’
peKT なる壁蝨 が あ つ て幼 ，k に 寄

生 する。

　防除法は適 當な方法 が ない けれ ど も、野生寄主植物 の 除去 竝 に 刈株 の 燒却

は 必要 な る こ と で 、又 深耕 に よ つ て 刈株 を深 く孕
「ll沒 して 成蟲の 發生 を防 ぐの
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　　　　　　　　15．　小麥璽虫黽　Contarinia　triCiti　I（IRBY

　　　　　　　　　　　　　 （W 】】ellt　midge ）

　歐洲 よ り19
’
Bi：紀の 初頃加奈陀に 楡入 せ られ、 1820年 に は北米合衆國の バ

ーモ ン ドに 發生 を認 め らる L 樣 に な り
、 更 に 1S54 年 に は 紐 育に 大 發生 をし

て 慘害 を した害蟲で ある。 幼蟲 は生 育中の 子實 を害 し 、 共の 害時 に ヘ シ ア ン

蠅 に li襄 らな い こ とが ある 。

　域蟲は體長約 25．生・mm 位 あ る蚊 va似た昆蟲で 、体色 は橙黄 色乃 至黄色 をな

し 、 背面は 煤色で あ る 。 卵は 小卵形で 、淡赤色 を して ゐ る 。 幼蟲は 膿長

2．1 ］n ！n 内外 の もの で
、 橙黄色 乃至紅赤 色で あ る 。

　成蟲 ぱ 6 月 に 現れ、小 麥穗の 桴 に産卵する 。 卵は約 7 口間で 孵化 し、麥 の

結實に 至 る迄加害する。 幼蟲 は約 21 日間で 成熟 し、 穗 に 多數集合 し て 加害

す る 。 充分成熟すれ ば 土 巾 に 入 つ て 、 白色 の 小繭 を營み 其 の 内 で 越 冬す る 。

年 1魂 回 の 發生 で あ る 。

　　　　　　　　　　　　　 16． 其他 の 種類

　以 上 揚げた各種 の他 尚注意す べ き もの と思 は れ る もの   寄主植物及 び 分布

を示 す と 女 の 篇ごで あ る 。

　　ナ タール 實蝿 Cerαtitis・rubiv ・ ra ・C ・QVILETFV （Ma 【f… it．　tls）

　南米 に 於て野生 の 各種果樹 に 寄生加害す る 。

　　ク イ ン ス ラ ン ド實蠅 D ・ g・ ・　・ anat ・ ・　C ・QU ・LET7r （Q ・ee ・ ・1・ nd 　f・ uit ／　fly）

　濠洲 （1．luceng．　lnnd 及 び Ncnv　SOI，IL｝11V ：iles ）・印度 ・錫 蘭 ・瓜哇 ・A ］nboinfl ，

等 に分布 し、芭蕉 ・檬果 ・桃 ・李 ・ 油桃 ・柑橘 ・苹 果 ・糧棒 ・秕杷 共他野生

各種果樹 に寄生 加害する 。

　　畜慰蒭ダi具司…1亅實虫黽　　Epoeh　ra 　c α nadensis 　LA 　Ew 　（〔）し11
・
11ln し fl’llit．　tiy）

　北 米合衆國及び加奈陀に分布 し、須具利及 び總須具利 を加害 する米國原産

の 害蟲 で あ る 。
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　　歐洲櫻桃實蠅 Rhag ・1・ti・ ・cera ・i・L ．（EUi’・pi・・n ・cherrv．　 fruit・　fly）

歐洲各國 tc分布 して ゐ て 、櫻桃 を加害 す る實蠅 で ある 。

　　胡桃實蠅　Rhagoletis　juglα ndis 　C＋RE6s （iValnut　hush 　fiy）

北米合
．
衆國の ア リゾ ナ 州及び カ リホ ル ；ア 州等 に 分lfi　L ．　 Eurekal 、Vlllllut

に 多 く寄生 し 、 時 に 90％ の 加害 をなす こ とあ る もの で あ る 。

　　濠洲芭蕉實蠅 　Trンρε‘e 　musae 　Fro99跳tし

　濠洲 に 薩 し、柑橘 ・枇杷 ・芭蕉 ・苹果 ・梨等 に力瞎 する實蜘で 、こ れ 又恐

る ぺ き もの で あ る 。

　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　 （農 林 省農産課 ）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


